
ご著書「難しい依頼者と出
会った法律家へ―パーソナ
リティ障害の理解と支援」
について

―	 ご著書「難しい依頼者と出

会った法律家へ―パーソナリティ障

害の理解と支援」を書こうと思われ

た動機を教えてください。

企業法務の事務所に勤務していた

頃、自分自身が困った精神疾患を

持った依頼者といつもすったもんだ

やっていたというわけではないので

すが、弁護士を辞めて大学に入りな

おし、臨床心理士になった後に、自

分の法律学のバックグラウンドと心

理学のはざまのことをやってみたい

なという気持ちがあって、早稲田大

学のリーガルクリニック法律事務所

に臨床心理士として所属しました。

その後、早稲田臨床法学教育研究所

の招聘研究員となった頃、司法修習

の選択型実務修習が始まり、心理と

関係のあるプログラムを第二東京弁

護士会から出させていただくことに

なりました。二弁の先生から、「精

神疾患を持つクライアントさんに

困っている弁護士はすごくたくさん

いますよ」と言われ、精神疾患、例

えば統合失調症や双極性障害、うつ

病など、いわゆる精神病の依頼者へ

の対応ということでロールプレイや

事例検討会の研修を選択型実務修習

で何年か行っていました。

いろいろな精神医学の精神疾患の

類型を考えて、こういう依頼者だと

弁護士としてはどう困るかなという

ことを考えるうちに、統合失調症や

躁鬱病の人たちは医療的な治療が非

常に重要で、逆に医療的な治療にき

ちんとつながっていれば、弁護士と

してもそこまで困らない。むしろ、

本当に困るのは、明確な精神病では

ないけれども対応が難しい、パーソ

ナリティ障害的な人じゃないかと考

えていた頃に、法テラスからのご依

頼で、パーソナリティ障害の対応方

法に関する研修の企画と実施を行う

ようになりました。それを何年か

やっているうちに、研修の内容を本

にしてはという話になりました。

―	 現場の声にお応えいただいた

という感じですね。

私は早稲田大学で家事・ジェン

ダークリニックの非常勤講師をやっ

ておりまして、地域の方が家事事件

の法律相談に来た際に、私も心理士

の立場で同席しました。そこに時々

困った方がいらっしゃったり、それ以

外の機会にも弁護士の方々から精神

的に問題のありそうな依頼者につい

てご相談を受けることが増える中で、

法律家はこういうところが盲点に

臨床心理士・公認心理師

岡	田	裕	子	さん
Yuko Okada �

「難しい依頼者と出会った法律家へ　パーソナリティ障害
の理解と支援」は弁護士経験のある著者であるからこその
内容であり、依頼者対応に悩む弁護士のバイブルです。
その著者岡田さんにお話を伺いました。
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なっているのではないかということを

観察し、こういう本を書くといいの

かなと思っていたこともあります。

パーソナリティ障害のことを勉強

すると、パーソナリティの類型やタ

イプを知ることができます。なぜ、

そういう人たちがそのような行動を

するのかという心理的メカニズムを

学ぶと、パーソナリティ障害と診断

がつくような極端な場合に限らず、

一般的に人の性格を考える際にも、

少し自己愛的だったり、少し依存的

だったり、いろいろなタイプの方々

がおられることがわかるので、それ

に応じた対応方法が導き出せます。

私自身、カウンセリングでいろいろ

な患者さんと会う中で、パーソナリ

ティ障害の理論というのは患者さん

の理解に非常に役に立つなと思って

いました。

深層心理学の側面、つまり表面的

な意識だけではなくて、無意識のこ

とも考える力動精神医学という領域

から、パーソナリティ障害の理論は

発展してきているところがありま

す。そういう意味でもとても深く、

面白い分野だなと思います。

本を書いた経緯はこのような具合

なので、私自身の弁護士としての経

験をお伝えしているというより、弁護

士の方々からのニーズに対し、自分

の心理職と弁護士の両方の経験と知

見から何とか解決案をひねり出して

提供しているという感覚です。そう

いう意味では、私の役割はこの領域

の水先案内人であり、今後は私の提

供している知識を使って、現場の弁

護士の方々ご自身で実務家としての

スキルを練り上げ、それを広めていっ

ていただきたいという思いでいます。

―	 あの本の反響はいかがでした

か？

出版直後、岡口基一裁判官のリツ

イートがきっかけで、アマゾンの

「司法・裁判」の売れ筋ランキング

で一位になったことがあり、非常に

驚きました。その後、弁護士会など

から研修会の講師のご依頼をいただ

くことがあり、少しは法律関係者の

お役に立ったのかなと思う面もあり

ます。

ただ、一方で反発を受けた部分も

あります。事務所経営的なことを考

えれば、そういった依頼者が来たら

断るのが当然であって、引き受ける

ことを前提に書かれているのはおか

しいんじゃないか、危険なことだと

いうご批判もありました。

―	 先生のご著書にも書いてあり

ましたが、事件を受けてからだんだ

んわかってくるのであって、最初か

らわかるわけではありませんよね。

自分の臨床経験でも、ある程度信

頼関係を築いて、いい感じだなと

思ったら、突然怒り出す患者さんが

おられます。患者さんには、こうい

う素地があって、深層心理の中でい

ろいろなことが動いていて、あると

きそれが発露するわけですが、その

裏が見えないと弁護士はお困りにな

るのではと思います。受任するかど

うかはそれぞれ弁護士の方針にお任

せすべきことですが、実際に目の前

にいる依頼者に困った事態が生じた

とき、どうやったらよりポジティブ

に対応できるかをお伝えしたいなと

思っています。

―	 桑原元副会長は、数年前に岡

田さんの研修を受講され、「自分の

弁護士人生中、一番役に立った研修

だった」と絶賛されていましたね。

桑原　研修を受け、「これは買わ

なあかん」と思い、早速この本を

20冊ぐらい買って事務所の弁護士

に配りました。最近、それ以降に

入った弁護士のため、更に10冊買

い、配りました。事務所のパラ

リーガル的な事務員にも読んでも

らおうと思っています。

弁護士を20年以上やってきて、

過去にはどうしてもうまくいかな

かったことももちろんあったので

すが、先生の研修を受け、あれは

そういうことだったのかと心当た

りを鋭く突かれたような気がし

て、感銘を受けました。

うちの事務所は60期以降が多

く、私も教育としては「そう簡単

に『この人あかんわ』と言わず、

依頼者に食らいつくように」と教

えていますが、依頼者と向き合う

中で、メンタル的にしんどくなる

者もおります。話を聞いてみる

と、初めは右も左もわからないん

ですが、一生懸命、丁寧に時間を

かけて取り組み、うまいこといっ

たという成功体験をつかむと、そ

の型にはまってしまって、どんな

人に対しても同じパターンで接し

てしまう。そうすると、本にもあっ

たように、簡単に真逆の結果が起

きてしまうのです。若手に、その

ような場合には「一生懸命やるそ

のやり方が違う」ことを伝えたく

てもうまく伝えられず、どうした

ものかと悩んでいたのですが、岡

田先生の研修で、やはり「見分け」

自体が非常に大切だと思いまし

た。最初から見分けるのはなかな

か難しいですが、気づいてからど
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うするかも含めて「見分ける力」

をつけるためにも、まず理屈や事

例を知らんとあかんだろうと、本

を配ってみんなに読んでもらって

います。

経歴

―	 岡田さんは修習46期で、東

京の企業法務系の事務所で弁護士を

されてから、進路変更をされたので

すね？

大学時代、法学部に在籍していた

のですが、心理学にも興味が出てき

て、このまま司法試験にいくか、心

理学の分野を学び直して家裁の調査

官を目指すか、悩みました。その

後、司法試験を目指すことを決め、

合格して弁護士になり、その間は心

理学への関心を忘れていました。

弁護士として企業法務をやってい

る中でも家事事件など一般民事もあ

りました。事件がうまく解決できて

依頼者の方に感謝していただく瞬間

があるわけですが、そもそも法律的

紛争は、大体何かを失ったり、傷つ

けられたりして起こっている。財産

的なことだったり、家族だったり、

あるいは自分の将来だったり、ある

種の喪失体験が必ずあり、例えば、

事件としては金銭的解決が図られた

けれども、この人はこの喪失体験を

ずっと抱えて生きていくんだな、こ

の方にはまだそこの支えは必要だな

と思うことがちょくちょくありまし

た。そんな時に、自分は法的な解決

よりも、この続きの話が聞きたいと

強く思ったんですね。もっと依頼者

の話をゆっくり聞きたい、依頼者の

心理に触れたいと思って心理学を勉

強することにしました。要領がよい

方ではないので、一旦、心理学に集

中してやってみようと思い、弁護士

事務所を辞めました。

―	 大学に入り直されたのです

ね？

学士入学して、学部２年間で基礎

心理学を勉強しました。臨床心理士

は修士号を取らないといけないの

で、修士、博士課程と進みました。

―	 大学院を修了された後はどう

なさったんですか？　

心理の人は、修士課程を卒業して

臨床心理士の資格を取ったら、博士

課程にいても臨床をやります。私も

修士課程修了後は臨床が中心の生活

になりました。

―	 臨床というと、クリニックや

カウンセリングルームで患者さんに

あたるのですか？

心理職は、医療、福祉、教育、司

法、産業等、いろいろな領域でいろ

いろな働き方をしています。私は主

に精神医療領域で、入院患者さんが

いる病棟のあるいわゆる精神科病院

と、うつ病などで通院治療の患者さ

んがおられる精神科クリニックの両

方で心理検査やカウンセリングを中

心に行い、あわせて大学や予備校の

学生相談もやってきました。

―	 弁護士登録は抹消されたので

すね？　

数年前まで東京弁護士会の登録は

続けていたのですが、ほとんど弁護

士プロパーの仕事はしていなかった

ので、弁護士会費を払うことが負担

になってきて抹消してしまいまし

た。そんなわけで、私は心理職に専

念しているのですが、心理職から見

ると、弁護士が持つ現実的な問題を

解決するパワーはすごいと思うこと

があります。特に医療領域のカウン

セリングは、決められた時間に患者

さんとお会いするもので、現実的な

サポートには手を出せないし、出し

てはいけないんです。現実的なサ

ポートが必要な患者さんには必要な

サポート資源をご紹介して、そちら

でお願いすることになります。他

方、法テラスなどを通じておつきあ

いする弁護士さんの中には、心理的

なセンスがよくて、依頼者の心理状

態をよく理解してそれに沿いなが

ら、適切に法的実務を進めておられ

る先生方がいらっしゃいます。弁護

士というのはある種のオールマイ

ティーカードみたいなところがある

と感じます。

心理士の社会的意義

―	 スクールロイヤー事業で、教

育委員会から学校現場へ、臨床心理

士の先生と弁護士がセットで派遣さ

れて、ご相談を受ける業務がありま

す。臨床心理士の先生は、当事者の

子どもや教師、保護者を巡る状況か

ら丹念にアセスメントをされ、トラ

ブルの渦中にある当事者の真意を探

り、本当の問題に迫る、そこへのサ

ポートを促す、そういった解決を導

かれることがあります。

確かに、法律家の視点と心理士の

視点はすごく違うことがあります。

普通の法律相談でも、相談者の言葉

の裏にある真のモチベーションを十

分把握しないまま弁護士の方がこの

法律構成でいっちゃおうと出発して

しまう、そういう場面をよく目撃す

るので、心理士との協働関係は必要
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なのだろうなというのはよく思いま

す。

その反面、心理士側も、法的な解

決や現実面での解決との兼ね合いで

何を伝えるべきかということは、

もっと知る必要があると感じます。

公認心理師という資格ができ、公認

心理師国家資格の試験科目に法律が

入ったので、心理の方が法的な知識

を持って法律家とコミュニケーショ

ンができるようになることを期待し

ています。

―	 私も、お子さんが一時保護さ

れてしまったお母さんの代理人につ

いたことがあります。児童心理士さ

んがお母さんに、保護されているお

子さんについて説明し、初めのうち

はお母さんは「１回や２回の面談で

うちの子の何がわかるのよ」という

感じだったんですが、話を聞くうち

に前のめりになっていきました。こ

ういう言動にはこういった心理があ

るんだとか、そのお子さんの特徴を

すごくよく捉えて説明され、「お母

さんと再会した時に多分この子は

『わー、お母さーん』とか『久しぶ

り』ではなく、するすると普通に話

しかけてきて何事もなかったように

すると思いますよ」と言ったら、本

当にそのとおりだったんです。こう

いう言い方をした方がこの子には通

じやすいとかいろいろなアドバイス

をいただいて、本当に助かりまし

た。母子家庭で頼れるところがな

かったんですが、児相はプロの集団

なんだな、だったら頼りにしてもい

いのかなとお母さんもわかったと思

います。心理士というのはつなぐ役

割だな、社会的意義がすごくあるお

仕事だなと思いました。

心理士の労働条件がとても厳しい

にも拘らず心理職を選ぶ人は、心理

をやりたい、これしかないと思って

自分の臨床スキルを磨いている人が

多いので、その専門性を、弁護士の

方々に認知していただければいいな

と思います。

心理学を学び始めた時、大学の教

授に、「心理臨床家とはプロの料理

人なんですよ」と言われました。料

理ってある意味誰でも作れますよ

ね。でも、プロの料理人が作る料理

は何か違う。レストランで毎回同じ

味を出してくる料理人のお料理は、

肉じゃがでも、野菜炒めでも、ス

テーキでも、私たちが作るものと違

う。プロの心理臨床家とはそういう

ものなんだと。誰でも話を聞くこと

ができるし、誰でもカウンセリング

的なことは形としてはできるけれど

も、そこで提供されているカウンセ

リングは、プロが提供しているの

か、そうじゃない人が提供している

のかに質的な違いがあるんだし、違

いがなければいけないのだと言われ

ました。

―	 プロの作った料理に匹敵する

カウンセリングというのはどういう

カウンセリングになりますか。

まず、心理学的な知識ですね。発

達心理学、認知心理学、社会心理

学、精神医学、深層心理学等の基礎

心理学の理論を学びます。また臨床

心理学として、ロジャースや認知行

動療法、精神分析などの様々な技法

についても学びます。一般的にカウ

ンセリング・スキルとして、「傾聴」

や「共感」が強調されますが、心理

士は共感の前提として、心理学の理

論からもクライアントを理解しよう

としています。また、クライアント

に対してどのように接するか、何を

伝えるかということは、それぞれ

拠って立つ心理臨床技法の理論に基

づき、判断し行動しようとしていま

す。
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実際の臨床を始めてからは、例え

ば事例検討会に出席して、生の事例

を通じて臨床を学びます。更に心理

臨床の実践的なトレーニングとし

て、個人スーパービジョンという自

分が行っているカウンセリングの

ケースについて、定期的にシニアの

心理士の方から個人的な指導を受け

ます。

加えて、自分のセラピー、自分の

カウンセリングを受けるということ

もすごく重要なカウンセリングの訓

練になります。

アメリカでは、博士号を取得する

ほどの理論学習と一定時間の個人

スーパービジョンを受けることがサ

イコロジストの資格試験を受けるた

めの条件になっていますし、若い時

に自分自身のカウンセリングを受け

て自己理解を深めるということも一

般的に行われているようです。日本

でも、そういった意識で自己研鑽を

積む心理士は少なくありません。

―	 心理士さん自身も自己セラ

ピーを受けて自身についての理解を

深めないと、他者の理解もできない

ということですか。

自分の心は見えているようで見え

ないですね。自分のカウンセリング

を受けることで自分の心の世界が少

しは見えるようになると、それに呼

応する形でクライアントさんの世界

も見えやすくなってくるということ

があるのかなと思います。

困った依頼者に 
出会ったときに

―	 ご著書を拝読し、ステップ１

はパーソナリティ障害について知る

ことであるとして、ステップ２とし

て、実際に困ったときに誰にどうヘ

ルプを求めたらよいのかが難しいと

思いました。

精神医学的な知識を身につけるだ

けでもすごく楽になると思います。

そうはいっても実際に出会う依頼

者は千差万別であり、本のとおりに

はいかない。そのときに、事例検討

会で事案を紹介し、みんなで考え

る、更に出来れば臨床心理士あるい

は精神科医のコンサルタントを入れ

て検討して考えていく、そんなシス

テムが弁護士業界にあるといいなと

思っています。

心理職は定期的にそういうことを

する文化があって、自分が困った

ケースは個別のケースだけれども、

それを共有することで他の人も学べ

ます。仮にそこで有効なアドバイス

がなかったとしても、発表者自身、

自分の中で悩んでいるより、客観的

に出して他の人と考えを共有するこ

とで視野は開けます。

私が企画担当している研修では模

擬法律相談をしています。心理士の

方に法律相談に来たパーソナリティ

障害の人を演じてもらって、若手の

弁護士が30分間の法律相談を行う

セッションを何セットかやって、そ

のフィードバックを行っています。

また、同じ研修で事例検討会も行

います。生の事例を一人が出し、精

神科のコンサルタントにコンサル

テーションしていただく。例えば、

依頼者が法律的には筋の悪い変な主

張に固執して、いつまでたっても離

婚調停が成立しないと、弁護士とし

ては「何でこの人はこんなことを主

張しているんだ」と疑問に思うわけ

ですが、精神科のコンサルタントか

らその背景の説明を受けたり、弁護

士側があまりにも一生懸命やり過ぎ

た結果、関係がこじれたケースにつ

いてアドバイスをいただいたりして

います。参加者全員に「ああ、そう

いうことか」と新鮮な視点を得て納

得していただくことが多いです。

そういうことが弁護士会での若手

弁護士の研修などでも導入されると

いいのではないかなと思います。各

地に臨床心理士、公認心理師はおら

れますので、その方の協力を得て実

施することも可能ではないかと思う

のですが。

心理士への相談

―	 イソ弁になりたての頃は、同

期の飲み会で困りごと相談ができま

したが、期が進むと、飲み会での赤

裸々な相談もできにくくなります。

大阪弁護士会では、先輩弁護士に相

談できる制度があり、私も参考にな

るアドバイスをいただいたことがあ

りましたが、心理士さんに相談でき

たら、ペアで入っていただけたらと

思うことがあります。

コンサルテーションの場がある意

義は大きいと思います。私自身、大

変な患者さんのカウンセリングをし

ている時に、今は一人で対応してい

るけれど、後でスーパーバイザー

（コンサルタント）に相談できる、

一人で抱え込まないでよいと思うこ

とで、その場にいる心構えが違う、

落ち着いて対応できることがありま

す。

ただし、依頼者に相対している瞬

間はその人と自分の真剣勝負であ
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り、瞬時の判断での対応が必要で

す。そういった１対１対応の場で、

コンサルテーションで聞いたアドバ

イスが即座に役に立つというより、

スーパービジョンやコンサルテー

ションをある程度受けていると、自

分自身が少し変わっていく、現場に

挑んだときの胆力が違ってくる、そ

ういう緩慢な流れで捉えていただく

ほうが現実的なような気がします。

なお、心理職の専門性に期待いた

だくことはありがたいことですが、

心理的な事は何でも見通してくれ

て、適確な助言をくれるに違いない

という「万能的な期待」を抱いてし

まうと、これが後ですごい失望をも

たらします。心理職も間接的に話を

１回聞いただけで的確なアドバイ

ス、コンサルテーションができるか

は難しいところもあります。期待は

現実的な適度な範囲に留め、弁護士

と心理職が一緒に話し合い、知恵を

出し合って、一つの事案の解決を試

行錯誤しながら編み出していくとい

うイメージで捉えるほうが良いので

はないかと思います。

―	 確かに、弁護士も依頼者に万

能的な期待を持たれ、困ることがあ

りますね。

困った依頼者をカウンセ
ラーに紹介したら？

―	 カウンセラーに紹介したら

困った依頼者の態度が変わると期待

するのは間違いと聞きました。

困った依頼者がいたときに、「カ

ウンセラーに紹介してカウンセリン

グを受けてもらったら、この人は態

度を変えて、この困難な局面が変わ

るんじゃないでしょうか」とお聞き

になる弁護士さんが結構いますが、

多分そうではないです。例えば、す

ごい妄想・幻覚状態の統合失調症と

か躁鬱病の急性期が疑われるような

方であれば、その方は家族とも相談

して早く医療的な治療を求めたほう

がいいです。でも、いわゆるパーソ

ナリティ障害かもという方は、ご自

分が病気だとは思っているわけでは

ありません。だからカウンセリング

が自分に必要だとも思っていない

し、ましてや積極的に受けたいとも

思っていません。カウンセリングを

受けたいと思っていない人に勧めた

からといって、じゃあカウンセリン

グに行こうかとは絶対ならない。逆

情緒不安定、高飛車な態度をとる、疑り深い　など、 
感情・思考・対人関係に問題を抱える　難しい人々からの相談
や依頼に、 こまりはてた経験を持つ法律家の皆さんへ。

難しい依頼者と出会った法律家へ　パーソナリティ障害の理解と支援
 岡田裕子／編著
 日本加除出版株式会社

●�「難しい依頼者」の概念を整理し、パーソナリティ障害についての基礎知

識や見立てを解説（第Ｉ部）。 

●�法的紛争の現場に出現しやすい当事者類型に近いパーソナリティ障害の

類型を６つ取り上げ、それぞれの特徴、 原因、対応法を説明した上で、具

体的事例を設定し、法律相談の受付時から受任・手続に至る過程を丁寧

になぞりながら、対応のポイントを提示（第II部）。

●�第一線で活躍する精神科医が、パーソナリティ障害の基礎知識やパーソ

ナリティ障害の方々との関わり方について解説（第III部）
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に、「私の何が問題なんですか？」

と怒るかもしれず、火に油を注いで

しまうこともあります。

また、パーソナリティ障害はパー

ソナリティの問題ですから、その人

自身が本質的に変化を遂げるには物

凄く長い治療が必要です。カウンセ

リングを受ける場合も、その人は自

分のパーソナリティ障害を治そうと

思って行くのではなくて、例えば、

私は結婚したいのにどうしていつま

でたっても結婚できないんだろうと

か、職場でうまくやりたいのにどう

してこんなふうに転職を繰り返して

しまうんだろうとか、人生の困り事

があってカウンセリングに行くわけ

で、カウンセラーも、この人はパー

ソナリティ障害かもしれないと思う

けど、「あなたのパーソナリティ障

害を治しましょう」といったカウン

セリングではなく、「あなたの生き

方がうまくいくようにサポートしま

しょう」となるわけです。ですか

ら、弁護士が思い描いておられるよ

うなカウンセリングというのは現実

には実現しないものと考えていただ

く方がいいと思います。

弁護士が親身になって話を
聞けば？

―	 親身になって話を聞けばよい

というわけでもないと聞きました。

自分がすごく親身になって話を聞

いていれば、この人は自分の困った

ところに気がついて考えを変えるん

じゃないかとお考えになる弁護士さ

んも結構いらっしゃいます。これも

またちょっと難しいところがあっ

て、親身になって話を聞き過ぎて、

「この先生は私のことをすごくわ

かってくれるんだ」と過度に期待を

されてしまい、弁護士も忙しい中、

依頼者の期待にいつもいつも応える

ことができず、結果的に依頼者を失

望させて関係がこじれるということ

があります。

パーソナリティ障害の治療は、専

門的なスキルの下で時間をかけてや

ることであり、弁護士が依頼者の法

的案件を進めながら、同時カウンセ

リング的なこともやっていくことは

難しいところがあると思います。

ですから、依頼者を変化させるの

ではなくて、「依頼者の困った行動

への対応をマネジメントしていく」

という意識で取り組むことが、効果

的なやり方でないかと思います。そ

れは心理職のアプローチとは違うと

思うんです。心理士は、クライアン

トのパーソナルに向き合って、その

人の変化を促すためにがっぷり四つ

で取り組んでいくとしても、弁護士

は、依頼者が困った行動をなるべく

出さないように、出してもうまく収

まるようにマネジメントしていくと

いう気持ちでやっていただく方がよ

くて、弁護士の働きかけでその人の

困ったパーソナリティを変えていく

ことは考えないほうがよいかと思い

ます。

―	 大変、勉強になりました。あ

りがとうございました。

2021年（令和３年）11月11日（木）

インタビュアー： 飯 島 奈 絵
桑 原 秀 幸
村 上 知 子
禿   祥 子

【2022年１月10日から３月31日まで初回無料キャンペーン中】
大阪弁護士協同組合
臨床心理士による『ココロのもやもや相談（メンタルヘルス相談）』

通常、初回１５分以内で１回限り電話相談無料、１回あたり１時間以内の面談相談８,０００円（税込）のところ、
お1人につき、初回1時間以内　「電話相談（無料）」or「面談相談（無料）」
◎受付時間：�毎日〈土日も可〉10：00～20：00

臨床心理士　長谷川 浩 先生【直通電話：080－8316－3887】に、お気軽に直接お電話ください。
※�受付時間内にお電話をするのが難しい方は、面談申込専用メールアドレス（soudan@lawyers.jp）にお名前
と電話番号をご記入のうえ、メールを送信してください。追って、長谷川先生から電話にて連絡があります。

※秘密厳守 …… �相談者の氏名、相談内容などの情報は、臨床心理士から協同組合に提供されません。��
したがって、協同組合との関係でも秘密は厳守されています。
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